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                                新 潟 市 福 祉 総 務 課 

新潟市社会福祉協議会 

 

「福祉×企業×eスポーツ」から考える、新しい地域共生社会 

新潟市地域福祉コーディネーターフォローアップ研修 

「異業種交流セミナー」を開催します 

「福祉」と「企業」がまざりあうことで、地域はどう変わる？ 

 

このセミナーでは、バリアフリーeスポーツ団体「ePARA」を立ち上げ、障がいのある人の

「できない」に目を向けるのではなく、一人ひとりの「好き」や「得意」を可能性として捉える

取組を進めている株式会社ePARA代表取締役・加藤大貴氏を講師に迎えます。 

 

加藤氏は、裁判所書記官、社会福祉協議会職員を経て起業。著書『超福祉 障害者と稼ぐ eス

ポーツ×福祉で未来を変える』は、Amazon売れ筋ランキングの障害者部門、起業・開業ノン

フィクション部門で第1位となっています。 

 

障がいのある人も、ない人も、高齢者も、若者も、困りごとを抱える人も、企業も、福祉関

係者も、地域団体も——。 

誰もが地域社会を構成する一員として、それぞれの力を生かす「超福祉」の考え方について、

講演とクロストークを通じて考えます。 

 

■ 日  時  令和 8 年 9 月 1 日（火）午後２時～午後 4 時 30 分 

■ 会  場  新潟市役所 本館 6 階 講堂 

■ 当日プログラム  

プログラム①講演「超福祉～障害者と稼ぐ～」 

 株式会社 ePARA 代表取締役 

加藤 大貴 氏 

 



プログラム②企業×福祉クロストーク 

地域共生社会の実現のために、企業が、福祉分野が、地域が、 

それぞれできることは？ 

 

株式会社 ePARA 代表取締役 

加藤 大貴 氏 

 

日本社会事業大学 社会福祉学部 学部長 

菱沼 幹男 氏 

(地域福祉コーディネーター育成研修講師) 

 

 

本セミナーは、福祉関係者だけでなく、企業・地域・多様な主体が地域共生社会づくり

に関わるきっかけとなることを目指して開催するものです。 

「福祉×企業×eスポーツ」という異分野の組み合わせから、これからの地域福祉のあ

り方を考える機会となります。 

 

■「地域福祉コーディネーター」育成研修について 

福祉専門職の方々に、地域生活支援に必要なアセスメントや、家族支援・地域支援のポイ

ントを学んでいただくことで、「地域福祉コーディネーター」として複雑かつ多様化する

地域生活課題をチームで解決する「つなぎ役」を養成しています。 

 新潟市では、平成23年度から本研修を実施しており、これまでに延べ1,800人以上の

方が受講しています。 

 

問い合わせ先  新潟市福祉部福祉総務課（担当：齊藤） 

        ℡：025—226－1169(直通) 



https:/ /www.amazon.co.jp/
dp/4065440823

https://www.amazon.co.jp/


https:/ / forms.gle/awCHmiKEoQQt33bn6
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